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ヘルメットを買いに行ったら
大人用の取扱いがなく、検討中。

ヘルメット購入補助が
創設されました

自転車事故による死亡者の６０％以上が、頭
部損傷が致命傷となっています。また、ヘル
メット着用しないときの致死率は、着用時の約
２．５倍となっています。（警視庁資料）
条例施行を受けて、目黒区は日本共産党区議
団が要望をしていました、自転車用ヘルメット
購入補助を創設しました。（上限２，０００円
詳しくは、ウラ面へ）
事故にもらい事故もあります。ぜひ、ヘル
メット着用をご検討ください。

「自転車の安全な利用の促進に関する条例」施行に伴い

「目黒区自転車の安全な利用の促進に関する
条例」が１０月１日から施行となり、目黒区で
自転車を利用する場合は自転車保険への加入が
義務となりました。
条例は、「歩行者への安全配慮」など自転車

利用者等の責務を明らかにするとともに、「自
転車保険への加入」や「ヘルメットの着用」な
どの自転車利用者が講ずるべき措置等を定めて
います。

条例内容

自転車保険（個人賠償保険など）加入が義務になります

損害賠償が高額
自転車による人身事故の損害賠償額が高額に
なってきています。
ある判例ですが、男子小学生（１１歳）が帰
宅するため、夜間に自転車走行中（無灯火）に、
歩行中の女性（６２歳）と正面衝突。女性は意
識が戻らない状態となった。裁判所は母親に監
督責任を認め、９，５２１万円の損害賠償を命
じました。（平成２５年７月４日神戸地裁判
決）
もちろん、一番大切なことは、自転車利用者
が交通ルールをしっかりと知り、守ることです。
ですが、万が一加害者になってしまった場合の
救済措置として自転車保険（個人賠償責任保
険）の加入が義務となりました。

保険の二重加入を防ぐため
生命保険とは違い損害保険は一般的に実損填
補です。実損填補とは、損害保険の契約におけ
る保険会社が保険金を支払う方式の一つである。

契約によって定められた保険金額
を上限として、実際の損害額が保
険金として支払われます。
ゆえに、たくさん加入していた
からといって安心というものでは
なく、むしろ無駄になってしまう
ことが多くなります。
自転車保険は、自転車に乗っているときの事
故で、「自分のけが」と「相手への賠償」の２
つの補償を合わせた保険が一般的です。
〇「自分のけが」は、通院、入院、手術、後遺
障害等の保険金を受け取れます。（実際は生命
保険の分野と重なることが多いので生命保険を
見直していただくと良いと思います。）
〇「相手への賠償」は、相手にけがをさせてし
まった時の治療費や慰謝料、モノを壊したとき
の修理費用など賠償金が支払われます。（損害
賠償保険）クレジットカードの特約や、火災保
険、自動車保険などにも個人賠償特約などもあ
りますのでご確認をお願いします。



ヘルメット購入補助について

１・何でも相談 ■11月日程 場所・芋川ゆうき（星見てい子）事務所

※なんでも相談（直接お越しください） 住所：原町２－２２－１２

11月17・24（火）午後７時～ 〇１１月３日（祝）はありません

※無料法律相談 対面相談のみ 11月10日 午後７時～

２・区議団無料法律相談 場所：目黒区役所５階共産党控室

※11月１9日 （木） 午後２時～ 要TEL：090-4206-2048

自転車死亡事故の死因の６０％以上が頭部損傷。

ヘルメット着用は損傷を軽減する有効な手段です。

特に子どもと同乗するときは、転倒リスクが高く、

ともに着用することが大切です。

区は１個当たり２，０００円、費用を補助します。

子どもだけでなく、大人もヘルメットをかぶりましょう。


